　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南病棟チームカンファレンス記録
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＜連絡事項＞
・メンタルケア病棟のボイラー稼働し、Ａユニットの暖房は使用可能です。
・汚染寝具は準夜スタッフが各ユニットまとめて洗濯機でハイター消毒・脱水する事としていますが、昨日の準夜で処理されていませんでした。準夜で実施出来なかった場合は深夜スタッフに申し送りし、確実に処理してください。
・2階の掃除用モップの汚染が酷い為、毎週土曜日の準夜で洗浄し干す事としています。
・西病棟からリクライニング式車椅子返却されています。
＜患者様連絡事項＞
・島守　トメ様～ひだまりの里への退院日10/27（土）15時となり、家族様送迎にて退院予定となります。初外来は11/16（金）10時予定。主治医へ退院指示と退院時の処方依頼しています。
・工藤　ツイ子様～口腔ケア後、出血が見られることある為、歯ブラシはオレンジの毛先が柔らかいタイプを使用する様お願いします。

・坂本　重雄様～SWより、先日シニアガーデン類家訪問調査に見えていましたが、こちらは空きがない為、シニアガーデン長苗代への入居となるそうです。
・下道　重雄様～9月末に介護申請していたので、PSWが家族様へ結果について確認していますが、連絡がとれず。体交クッション・車椅子用のクッション(円座のクッション1個だけありますが、座位時には使用しない)の依頼と介護度の確認も含めて受け持ちスタッフからも連絡してください。
・高坂　キヨ様～主治医より点滴YDソリタT3　500ml本日分と、ミヤBMが7日分処方ありました。また、昨日コアグラ交じりの下痢便見られたため、再び便異常見られたら便検査の指示ありました。容器準備していきます。
・福田　りわ様～左第3趾処置指示7日分ありました。
・岡田　由太郎様～経管栄養、吸引、仙骨部処置指示7日分指示ありました。
　　　　　　　　　ミトンが外れている事がありますので少しきつめに履いています。循環障害に注意して観察して下さい。
・八木田　クニ様～口腔内乾燥みられている為、口腔用ジェルを使用していきましょう。
　　　　　　　　　また、火曜日に退院指示と退院時処方の指示を貰っていなかった為、明日馬渡Drに指示受けしてください。

・清水　進様～本日、兄様の面会あり。面会時にパン、バナナ、コーラを差し入れしていた為、早食いや詰め込みによりパン禁にしている事を説明し、次回からはプリンやゼリーの差し入れを依頼しています。
・矢崎　さかえ様～継続指示のセンナリド2T　7回分処方貰っています。
・岡田　由太郎様～経管栄養チューブ交換しています。
・佐々木　秋男様～膝部処置指示4日分ありました。
・梅内　玲子様～工藤整形外科からの内服薬鑑別依頼済。12/31まであります。一包化されているものから使用し、一包化されているものがなくなったらシートの方を一包化する様薬局へ依頼して下さい。

＜要注目患者様＞
・金沢　孝雄様～昨日より頻脈見られていましたが、本日は異常値や不調の訴えはありません。主治医へ報告し、明日胸部レントゲンと心電図検査の指示あり。
・水野　和子様～朝昼ともにメイバランスミニ全量飲用しています。バイタルサインの異常なく、点滴トラブルなく施行しています。
・工藤　ツイ子様～バイタルサインの異常や痰鳴なく経過しています。点滴トラブルなく施行しています。左手爪が手のひらに食い込んでいる為、ガーゼ当てています。また、左肘の拘縮が強く見られている為、ミトンは外して様子観察しています。
・大里　光子様～活気無い様子見られています。朝食はエプリッチとゼリーのみ摂取し、他不食。昼食は全量摂取出来ています。投薬時は確実に飲み込み確認してください。
・田嶋　松男様～朝食前血糖値192㎎/dl、昼食時血糖値200㎎/dl。食事は朝昼ともに全量摂取しています。
・高坂　キヨ様～下痢便が続いていた事から主治医に状態報告し点滴1本と止痢剤（ミヤBM)が7日分処方となり服用する。本日下利便　回。点滴トラブルなく施行。朝食数口とエプリッチ数口、昼食主食1/3、副食数口、汁1/2、エプリッチ1/2摂取。排尿は7時よりなし。腹部膨満感はありません。　　
・佐々木　秋男様～最終排尿が昨日の23時で本日、11時に排尿確認しています。食事は朝昼ともに摂取出来ている為、水分補給促していきます。
・下道　重雄様～夜間、何度か脱衣行為あり。尿失禁見られています。日中は傾眠傾向で食事の際に頸部後屈あり、介助要しています。飲み込みは良好でむせ込みはありません。リクライニング式車椅子にて対応していきましょう。時折、独語聞かれています。
・梅内　玲子様～発熱や嘔気、嘔吐なく経過しています。
・坂本　重雄様～夜間ベッドサイドでの立ち上がり見られています。注意して観察してください。
・小笠原　澄子様～夕方から夜にかけて妄想、帰宅要求強く、不穏となる様子見られています。本日の日中は帰宅要求なく落ち着いて過ごしています。
・家口　武雄様～女性のベッド上に立っていたとの事です。色情行為に注意して、所在確認してください。
・村中　つや様～13：40自室で左側臥位で転倒している所を発見しています。左腸骨と左肘に発赤ありますが、疼痛の訴えなし。バイタルサイン測定し、体温36.3℃、脈拍58回/分、血圧151/89mmhg。主治医へ報告し経過観察の指示あり。また、午前中に義歯上の歯が2本欠けている状態を発見しています。義歯の件も含めて家族に事故の報告していきます。
＜深澤Dr診察＞
・工藤　ツイ子様～抗生剤の点滴は本日で中止の指示あり。
・大里　光子様～点滴が同内容で7日分、臨時薬も同内容で14日分処方となっています。
・三田　よし子様～臨時薬が同内容で14日分処方となっています。
・田嶋　松男様～臨時薬が同内容で14日分処方となっています。吸引中止の指示貰っています。
・小笠原　澄子様～咽頭痛訴えある事主治医へ報告し、臨時薬でツムラ葛根湯エキス顆粒　7日分処方あり。飲み切り中止の指示あり。
＜OTから＞
・作業について、11/1(木)～体育館で精神科療法を実施する事となり、メンバーは宗前清様、金澤孝雄様、向谷地忠様、古川忍様、小笠原達夫様を予定しています。週3日程度で送迎は病棟スタッフで行う予定です。
・北村　サクラ様～最近、眩暈や吐き気の訴えが多く、集団でのプログラムは週1～2回程度しか参加できていない状態です。
→血圧高値見られている為、主治医へ情報提供していきます。
・渡部　節子様～杖歩行試みていますが、病棟の杖では高さが合わない為、
→以前使用していた杖を持参するよう受け持ちスタッフで家族に連絡してください。
＜栄養から＞
・松本　好子様～入院時よりBMIが低く、現在体重34.0㎏　(BMI：15.0)で食事摂取量も少ない為、エプリッチやヨーグルト、メイバランスミニを提案していますが、本人「甘いものはあまり好きじゃない。甘しょっぱいせんべいは食べる」と話している為、サンプル提供してみて良ければ食事内容変更していきます。本人が拒否するようであれば、家族へおやつ依頼していきましょう。
・馬場　清様～体重増加傾向にあり。現在、体重72.0㎏で(BMI：24.9)栄養士より本人へ栄養状態説明し、まずはメイバランスミニを減らすように促していますが拒否。運動量を増やす方向で納得しています。
・岡田　由太郎様～現在の食事内容はCZ-HI(2-1-2)ですが、BMI低く褥瘡ある為、明日から1本増量していきます。
＜事故振り返りミーティング＞
	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	平成30年　10月　24日　（水）

	
	

	実施場所
	南病棟Ｂユニット詰所

	
	

	参加者
	鈴木　育美、小原　理沙、相馬　亜紀子、横町　真希子、織田　彩、見上　貴之、會津　慧実、滝田　文子、

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	10/22(月)服部英喜様に福田りわ様の朝食後薬を誤投薬。

	
	

	
	

	原因分析
	・本来であれば朝の投薬は日勤者の業務であるが、欠勤により急遽、
深夜スタッフに依頼することとなった。
・業務を行う上で疲労や焦りがあった。
・投薬の手順が守られてなかった

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	
・投薬前に薬包の名前と時間を声に出して確認する。
・患者様にも確認してもらう。
・介助者がいる場合は、ダブルチェックする。
・薬セット、投薬時には話し掛けない。周囲が配慮する。
・焦らず、ゆっくり行う。(食べ終わってからでも間に合う)


	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	


	発生事故振り返りミーティング

	

	実施日
	平成30年　10月　24日　（水）

	
	

	実施場所
	南病棟Ｂユニット詰所

	
	

	参加者
	鈴木　育美、小原　理沙、相馬　亜紀子、横町　真希子、織田　彩、見上　貴之、會津　慧実、滝田　文子、

	
	

	
	

	
	

	発生事故内容
	10/9(火)自室より数ｍ離れた所で、右側臥位で転倒している所を発見。

	
	

	
	

	原因分析
	・皮膚科の呼びかけに焦って移動した。
・履物が踵がない靴であった。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	事故対策検討内容
	
・介護シューズ依頼する。
・転倒リスクが高いことをスタッフ全体で情報共有する。
・事前に時間に余裕を持って皮膚科があることを伝える。
・誘導の際にはゆっくりと歩行するよう声掛けをする。

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


